
 

本紙 19 号でお知らせした「第 3回埼玉県サッカー協会会長杯」

の準決勝が 12 月 19 日に行われた。相手は関東女子サッカーリ

ーグ等で活躍する浦和レッズ Jr ユースレディース。苦しい

試合が予想され緊張感が漂うなか、一瞬の隙を突かれ失点。尚

美学園大学も果敢にゴールを狙うが、完成度の高いプレーをす

る相手に更に 2 点を奪われ 0-3 で試合終了。埼玉スタジアム

2002 のメインピッチで行われる決勝戦に進むことはできなか

った。 

※3 位決定戦は行われないため、エルフェン狭山マリとともに 3 位。 
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昨年 4月より行われていた「埼玉県女子サッカーリーグ１部（通称：県リーグ）」の全日程が 

12 月に終了した。尚美学園大学は“尚美学園大学”と“尚美学園大学ピンクス”の 2チーム 

で参戦しており、そのうち“尚美学園大学”が 14 戦全勝という成績を収め、見事優勝を決めた。 

県リーグで優勝すると、ひとつ上のカテゴリーである「関東女子サッカーリーグ」の入替トーナメント大会 

への出場権が得られる。1年間の集大成、そして来季への更なる飛躍につながる関東女子サッカーリーグ 

            昇格を目指して最後の公式戦へ挑む。一方、“尚美学園大学ピンクス”は年間 

を通して怪我人が多く、苦しい試合が続いた。最終結果は 14 戦 6勝 8敗、 

8 チーム中 5位と満足のいくものではなかったが、1戦 1 戦で得た 

ものは大きい。それぞれが感じた悔しさをバネにした、来季の成長 

に期待がかかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年年末に神奈川県の横浜国際女学院翠陵高校の主催

で行われるフェスティバル。部員の出身チームも数多

く参加しており恩師に成長した姿を見せられる貴重な

機会だ。今年、尚美学園大学は 12 月 25･26 日の 2日間

参加し、2010 年の蹴り納めとなった。 

★対戦チーム★ 

高崎健康福祉大学高崎高校、日本航空高校、桐陽高校 

横浜国際女学院翠陵高校、幕張総合高校、大和シルフ

ィード 98 



 

 

 

 

 

 

 

2011 年 1 月 8 日、年明け早々に今季最後の公式戦である「第 17 回関 

東女子サッカーリーグ入替トーナメント大会」が幕を開けた。この大 

会は各都県リーグの優勝チームがトーナメントを行い、勝ち上がった 

2 チームが関東女子サッカーリーグ（通称：関東リーグ）の下位 2チー 

ムと入替戦を行い、それに勝った場合のみ昇格ができるシステムだ。 

尚美学園大学は 2年前にもこの大会に出場するも入替戦で敗れ、あと 

一歩のところで昇格を逃したという苦い思い出がある。何としてでも 

負けられない 1回戦は栃木県代表のジュベニール。全くデータのない相 

手に苦戦を強いられ、後半終了間際に同点とされPK戦へ突入。尚美学園大学はGKのスーパーセーブ連発により辛くも初戦を突破した。

翌日 2 回戦は神奈川県代表の横須賀シーガルズ JOY。なでしこリーガーを数多く輩出している強豪クラブだ。だが前日の不調が嘘のよ

うに尚美学園大学の攻撃が爆発した。開始早々に相手のパスミスから 1点を奪うと、その後も攻撃の手を緩めず得点を重ね、5－0と快

勝した。トーナメント戦決勝の相手は先日終了したばかりのインカレで 3位という結果を収めた筑波大学。この試合の結果次第で入替

戦の相手は大きく変わってくるとあって気合いは充分だ。しかしさすがは全国 3 位。高い組織力で対抗してくる筑波大学とは一進一退

の攻防が続く。どちらも得点がないまま PK 戦に突入かと思われた後半終了間際にコーナーキックからのボールを 4年･矢島が頭 

            でゴールへねじ込み、決勝点を挙げた。そして迎えた入替戦本戦。相手は関東リーグ 8位の東京女子体育大

学。実は 2年前も同じシチュエーションであり、尚美学園大学にとっては因縁の対決だ。どちらのチー

ムも 4年生は引退試合であり、関カレで一度勝っているとはいえ、油断はできない。冷たい風が強く吹

き付けるなか、試合は始まった。尚美ペースで進むもなかなか得点を奪えない。それでも攻め続けた中

盤、4年･弘中の放ったミドルシュートがきれいにゴールネットへ突き刺さった。前半を 1-0 で折り返し、

追加点を狙った後半、勢いに乗った尚美学園大学は 4年･弘中、3年･石渕、4年･布藤と 3得点を奪い 4-0

で試合終了。念願の関東リーグ参入を勝ち取った。4 点中 3 点が 4 年生の得点となり、見事有終の美を

飾った。 

         5-0   順天堂大学      ○

         4-1   晴海総合高校     ○

         4-1   十文字高校      ○

         3-1   太田レディース    ○

◆練習試合（各試合とも試合総本数での得点結果となる）

尚美学園大学 1-11   ｼﾞｪﾌﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ市原･千葉ﾚﾃﾞｨｰｽ  ×

◆第 3 回会長杯埼玉県女子サッカー大会 

尚美学園大学  0-3   浦和レッズ Jr.ﾕｰｽﾚﾃﾞｨｰｽ  × 
◆第 18 回埼玉県女子サッカーリーグ 

 尚美学園大学  3-0   エルフェン狭山マリ  ○

         7-0   FC ＪＡＭ－Ｇ    ○

尚美学園大学ﾋﾟﾝｸｽ 2-0   エルフェン狭山マリ  ○

◆第 17 回関東女子サッカーリーグ入替ﾄｰﾅﾒﾝﾄ大会 

 尚美学園大学  1-1(PK3-2) ジュベニール    ○

         5-0   横須賀ｼｰｶﾞﾙｽﾞ JOY  ○ 

         1-0   筑波大学       ○

         4-0   東京女子体育大学   ○

あけましておめでとうございます！前回から時間が空いてしまい申し訳あり

ません。今回初めて「NEWS」を担当させていただきました。皆さんに満足して

いただくにはまだまだ拙い文章だとは思いますが、温かい目で見守っていただ

ければ幸いです(^^;)さて、本文にあるとおり、女子サッカー部初めての 4 年

生 9 名がついに引退を迎えました。4 年間で数多くの偉業を達成してきた 4年

生には本当に頭が下がるばかりです。3 週間のオフが明ければ、新体制が始ま

ります。4年生が抜けてしまっても皆さんに応援していただけるよう、また新

しい歴史を築けるように頑張りたいと思います！宜しくお願いします！ 

3年主務 本谷(ﾓﾄﾀﾆ)さち


